Effects of the approach angles on the obstacle avoidance movements of elderly fallers by 西森 邦彦
－ 102 －
人間科学研究　Vol. 27, Supplement（2014）
修士論文要旨
１．研究背景及び目的
　本研究室ではこれまで障害物を斜めに跨ぎ越える際の動
作の特性を評価してきたが，これまでの対象は若年健常者
であり，具体的な転倒防止策は検討されてこなかった．
　そこで本研究では，過去1年間に転倒経験がある高齢健常
者を対象に障害物にアプローチする角度が跨ぎ越え動作に
与える影響について客観的・定量的に評価する．また，本
研究で対象としている動作による転倒防止策として，歩行
路上にランドマークを提示することにより，障害物をより
安全に跨ぎ越えられる動作に歩行者を誘導する手法の可能
性についても併せて検討する．
２．跨ぎ越え動作の評価
　過去１年間に転倒経験がある65歳～75歳の高齢者10名を
対象とした．実験は10mほどの歩行が可能であり，床面に
は視覚的な外乱となるような特徴がない実験室内で行った．
幅910mm，高さ150mm，奥行10mmの木製の障害物を歩行路の
中央に設置し，被験者には障害物を跨ぎ越えやすい足で跨
ぎ越えるように指示した．また，障害物の角度を進行方向
に対し垂直な場合を0ﾟ，反時計回りに回転した場合を正の
角度と定義し，計５条件（0ﾟ,±25ﾟ,±50ﾟ）設定した．そ
して各条件を５試行ずつ，計25試行（角度５条件×繰り返
し５試行）実施した．なお各条件の提示順はランダムとし
た．被験者体表に計57点の赤外線反射マーカを貼付し，そ
の三次元座標を，モーションキャプチャシステム（VICON 
NEXUS，Vicon社）を用いて200Hzで計測し，歩隔とク
リアランスを算出した．歩隔は両脚の間の距離と定義し，左
右の脚が交差している状態を負，交差していない状態を正
とした．クリアランスは，被験者のつま先が障害物の上方
を通過した時点における障害物との距離と定義した．
　歩隔とクリアランスについて障害物の角度を因子Ａとし
た，対応のある一元配置分散分析を行った結果，歩隔にお
いて主効果（f（1.42,12.81）=19.52, p<0.01）が認められた．
一方クリアランスには主効果は認められなかった．この結
果より歩隔は，若年者と同様に障害物の角度が正の方向に
大きくなるにつれ，小さくなる傾向が確認された．歩隔の
小さい歩行は，左右方向の重心動揺に対応しづらい状態で
あると考えらえることから，転倒リスクは高くなると考え
られる．一方クリアランスは若年者と比較すると角度に関
わらずクリアランスは高く，高齢者は角度に関わらず大き
な跨ぎ越え動作を行っていると考えられる．
３．ランドマークによって脚の接地位置を事前に指定した
際の跨ぎ越え動作の評価
　過去１年間に転倒した経験がある65歳～75歳の高齢者10
名を対象とした．前実験と同様の障害物を歩行路の中央に
設置し，被験者には障害物を跨ぎ越えるように指示した．そ
の際，障害物の手前の床面にランドマークが提示される試
行を追加し，ランドマークを右脚で踏むように指示した（ラ
ンドマーク条件は，なし，１歩前，２歩前の３条件）．但し
障害物を跨ぎ越える脚は指定しなかった．これは本実験の
目的が，ランドマークによって障害物を跨ぎ越える脚をコ
ントロールできるかを調べるためである．障害物の条件は
±0ﾟ,±25ﾟ,±50ﾟの６条件とした．いずれの条件でも自然
に歩くと障害物を跨ぎ越えにくい脚で跨いでしまう位置か
ら歩行を開始する．そして，各条件を５試行ずつ，計90試
行（角度６条件×繰り返し５試行×ランドマーク３条件）
実施した．なお各条件の提示順はランダムとした．各試行
では，被験者が跨ぎ越えやすい脚，もしくは跨ぎ越えにく
い脚で障害物を跨ぎ越えたかを記録した．
　ランドマークを提示しない条件では，障害物を跨ぎ越え
やすい脚で跨ぎ越える率が極めて低かった．これは，自然
に歩くと障害物を跨ぎ越えにくい脚で跨いでしまう位置か
ら歩行を開始しているためである．一方，事前にランドマー
クを提示することで，８割以上の確率で障害物を跨ぎ越え
やすい脚で跨ぎ越えることが確認された．そのため，跨ぎ
越えの際には，ランドマークを提示する方がより安全に障
害物を跨ぎ越えさせることが可能であると考えられる．
４．結論
　本研究では，転倒経験のある高齢者を対象に，障害物にア
プローチする方向が跨ぎ越え動作に与える影響について評
価し，より安全に障害物を跨ぎ越えるための手法について
提案した．その結果，（1）転倒経験の有無に関わらず，跨
ぎ越えの際に歩隔が小さくなり，転倒につながりやい障害
物の角度が存在することが確認された．（2）ランドマーク
で脚の接地位置を指示することにより，跨ぎ越え脚を変化
させることができる．よって，障害物を転倒につながりに
くい角度で跨ぎ越えさせることが可能であると確認された．
障害物にアプローチする方向が高齢者の障害物回避動作に与える影響
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